
令和5年度 障害者スポーツ推進プロジェクト
（障害者スポーツの実施環境に整備等に向けたモデル創出事業）

取組成果報告

クオールホールディングス株式会社

取組みテーマ
エ）オープンスペースを活用したインクルーシブなスポーツ実施環境の整備
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１-1．クオールホールディングス株式会社

2



令和5年度 障害者スポーツ推進プロジェクト
（障害者スポーツの実施環境に整備等に向けたモデル創出事業）

取組成果報告

1-２．クオール事業全体像

◼ クオールグループは、「調剤薬局事業」と「医療関連事業」の2つの事業で構成されており、それぞれの領域において医療や健康を支える事業
に取り組んでいます。各事業の相乗効果を最大限発揮し、グループ全体の総合力でヘルスケア分野の発展に貢献しています。
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管理栄養士が
在籍しています
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1-３．クオールグループ特例子会社
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1-４．一般社団法人 日本障がい者サッカー連盟 (JIFF)
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1-5．クオールホールディングス株式会社と一般社団法人日本障がい者サッカー連盟がパートナーシップ契約を締結
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2-1．令和5年度スポーツ庁委託事業に契機に、クオールとJIFFの連携を強化
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1.事業の名称 ◼ 令和５年度障害者スポーツ推進プロジェクト
（障害者スポーツの実施環境の整備等に向けたモデル創出事業）

2.事業の目的

◼ 障害のある方とない方がともにスポーツを楽しむ機会を創出し、障害者が生涯にわたってスポーツを実施するた
めの基盤を整備する観点から、障害のある方とない方が身近な場所でスポーツをともに実施できる環境の整備
や障害者スポーツ団体、地方公共団体、民間企業等の関係団体の連携体制の構築等を図ることを目的とし
て実施する。

3.事業の内容

エ）オープンスペースを活用したインクルーシブなスポーツ実施環境の整備

（1）モデル創出事業の実施

（2）実行委員会の設置・開催

（3）効果の検証

（4）実施事業に関する情報発信

（5）事業成果の報告
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医療業として地域の健康を守る
D＆Iの醸成

スポーツファーマシスト+管理栄養士
スポーツサポートチーム活躍の場

薬剤師＝✕薬を調整する人
健康をプロデュース出来る人材
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2-2. 事業コンセプトと実施概要

◼ ウォーキングフットボールを通じて、各地域の特性に応じ持続可能なてオープンスペースを活用したインクルーシブなスポーツ実
施環境のモデル構築を行います。
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【ご参考】地域において住民の誰でもが気軽に親しめるスポーツ：ウォーキングフットボール
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２-3．事業の実施体制

◼ 日本サッカー協会参加組織である日本障がい者サッカー連盟を中核に、各地域のインクルーシブフットボール連盟と連携、
人材育成（コーディネーター講習会実施）により、地域での自走化を目指します。
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2-4．モデル事業の実施スキーム

◼ 地方自治体（神奈川県川崎市、愛媛県今治市、広島県江田島市）、スポーツ統括団体（日本障がい者サッカー連恵
美）、企業（クオールホールディングス）の3者が一体となり、モデル事業を各地域で推進しました。
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2-5．モデル事業の実施状況

◼ 3地域で合計180名の方々（うち障がいのある方の参加：59名 全体の33%）にご参加いただきました。
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2-６．モデル事業の実施の様子

2023.10.07 川崎市

＜市民が集まる公園＞
2024.01.17 江田島市

＜ショッピングモール＞
2024.03.10 今治市

＜市営サッカー場＞

今治市営スポーツパーク
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2-7．モデル事業のKPIと考察

(ア) 予約参加者と当日参加者の比率：当日参加率：４０％

(イ) 障がい者と健常者の参加者比率 ：障がい者参加率：４０％

(ウ) 年令分布及び性差構成比率 ：全ての年令領域に広く分布

(エ) 成人参加率 ：５０％

モデル事業のKPI

39%

33%

未就学児～70歳代まで

56%

◼ オープンスペースの有効性が証明出来ました。人流の多いところで良いアピールが出来ました。

◼ 障がいのある方への告知、障がい者用トイレの確保等イベント実施上の課題が残っています。

◼ オープンスペースの有効性が証明出来ました。人流の多いところで良いアピールが出来ました。

◼ 家族で楽しめる為、親子連れの参加が多いことが影響しての結果となりました。

成 果
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2-8．スポーツを通じた取り組み

健康体操講座
「通いの場」

E-Sports
「太鼓の達人」「グランツーリスモ」

３X3.EXE

E-Sports先進国：韓国「東亞日報」
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６．今後の計画について

各

地

域

の

自

走

化

に

向

け

て

指導者
育成

体験会
実施

◼ ウォーキングフットボール、ミニフットゴルフ等インクルーシブなスポーツを通じの、マチの賑わいの再生、笑顔があふれ、健康な
人達が集うマチ作りに貢献したいと考えます。

コーディネーター講習会

歩いてシュート！
だれでもウォーキングフットボール

マチの賑わいの再生
笑顔の再生

企業価値の創造

新たな事業創出

人材育成
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